
「わさび」のこれまでと、これから　～作業所とわさびと私（H29/9/２7　武井 剛）


1． 小規模福祉作業所の理念と実践を継承して　～NPO法人１to１設立
・小規模福祉作業所／共同作業所（以下、作業所）は、企業等の一般の職場で働くことが困難な障害の重い（※ここで言う「重い」とは、あくまでも彼らのことを「労働生産性が低い」と見なす社会や企業の側の視点に立った尺度からの評価で、障害のある本人の身体・精神機能、日常生活動作や対人関係スキル等の「生きる力」とはまた別のものです）障害のある人たちの「働く場」「社会との接点を持つ場」「身近な地域の中で仲間同士が集う場」として、あるいは、障害のある当事者やその家族、ボランティアなど周囲の関係者たちによる共同事業の実践の場として、戦後日本の社会福祉制度の＜外＞で産声を上げ、障害のある人たちが暮らす地域の中で時間をかけて育ってきました。それは、かつての医療機関や入所施設・大規模施設中心の国の福祉施策に対する地域からのアンチテーゼ、あるいはオルタナティブ・ウェイ（もう一つの別の道）であり、有志たちによる自発的・民主的な運営と地域との密接なかかわりにおける＜実践＞を通じて社会に対して問いを投げかけるムーブメント（社会運動）としての側面を持っていたものと私は理解しています。
　・かつて無認可作業所と呼ばれることもあった作業所の歴史は、1969年3月に名古屋で知的障害者
の人たちの働く場として開所した「ゆたか作業所」に端を発すると言われますが、以後、その実践
は全国各地に広がり、養護学校（現・特別支援学校）等に通う生徒たちの卒業後の進路先として、
企業等の既存の職場環境や仕事に馴染めず離職した人たちの再起の場として、あるいは精神科病棟
や入所施設・大規模施設を出た人たちが社会に出てゆくための第一歩を踏み出す場として…あたか
もタケノコが地中に根を延ばして地面のあちこちから顔を出すように、それぞれの地域でユニーク
な作業所が生まれ、育ちました。その数は、最盛期には６,０００以上になったと言われています。
・一方、現行制度の元となる法律であり、経済不況と高齢化社会の到来を背景に議論が始まった1990年代末の「社会福祉基礎構造改革」の流れを汲み2003年に始まった支援費制度が、国の財政難を理由に1年で破綻した結果、規制緩和と競争原理を福祉の障害者福祉の世界に導入するべく「障害者自立支援法」が制定されたのが、平成17年4月。それから既に12年。いまやかつての作業所の多くは国の制度に取り込まれ（ほとんどの作業所が、地方自治体からの補助金や地域住人からの寄付金を頼りに細々と運営されていたため、それよりは…と、利用者さえ安定的に確保できていれば国からの安定収入が約束される制度に基づく事業に、半信半疑ながらも移行するという経営判断を取らざるを得なかったのだと思います）、「障害福祉サービス事業所」へと変貌を遂げました。
[bookmark: _GoBack]・さて、「障害者自立支援法」が出来た平成17年の7月、それまで福祉の「ふ」の字も知らなかった一人のトウの立った若者が、偶然手にした1枚のビラに釣られ、２０代最後の夏を前にして障害者福祉の世界へ迷い込んできました。かつての私です。動機は、「それまで自分が生きてきた世界とは異なる世界に触れてみたい」「自分の中の<引き出し>を増やしたい」「飛ぶなら今だ！」という若さゆえの好奇心・冒険心。たまたま入ったのが、船橋市内で既に３０余年の歴史を数えていた作業所グループ。代表は、北の大地から集団就職で東京へ出てきた後、日本全国を回る放浪の旅に出立。その後障害者と歩む人生を志し、船橋に居を構えて自宅を作業所にし、リヤカー1台を引いて障害のある人たちと地域のお宅を一軒一軒回る廃品回収からその活動を始めたという「ザ・レジェンド」と呼ぶに相応しい人物でした。「これは、ロックンロールだ！」とライク・ア・ローリングストーンな私のハートが震えたことは言うまでもありません。特に私が入った作業所は、不器用で暴れん坊の（それゆえ職場や公立の施設等から体よく追い出されてしまった）男性ばかり集った極めて労働色の強い場で、期せずしてその後、とても密度（湿度？塩分濃度？）の濃い＜熱い季節＞を彼らと共に過ごすことになったのでした。その記憶は＜原体験＞として今も私の中に残っています。
・平日は作業所の仕事でビラ配りや清掃・草むしりの毎日。また、休日はグループ全体のクラブ活動でソフトボールやマラソン、またはレクリエーションに駆り出されたり、作業所の資金稼ぎのためのバザー販売にあちこち出かける、寝ても・覚めても「障害のある仲間たち」と共に過ごす日々。
　当時は、法人格を持たない任意団体による運営で、就業規則も社会保険もなく、給料は時給800円からスタートの日当制。残業や休日労働にいたっては、その「概念」すら存在しない、今時の考えからすればブラック極まりない労働環境でしたが、おかげで様々な得難い＜経験＞をさせてもらいました。彼らとはいっしょに習志野高校の女子ソフトボール部と試合もしたし、雪山にスキーにも行ったし、富士山でご来光も拝んだし、しまいには自分で企画して準備をし、海外旅行（台湾）にも出かけました。私にとっては、やることすべてに「手ごたえ」があり充実した時間。「自分は今、確かに『生きて』いる」という実感。実は、それはずっと私が欲していたものだったのです。
・「ボクシングと同じで、チャンピオンにならなきゃ（自分の作業所を持たなきゃ）将来家族を養っていけないよ」と所長には初めて会ったその日に言われていたので、自分にそんなことが出来るのだろうか？オレの人生この先大丈夫かな？など、将来に対する漠然とした不安がなかった訳ではありませんが、障害のある仲間たちやそのご家族等との出会いとかかわり合いを通じて、自分の人生、かつて思い描いていたものとはずいぶんと変わってしまったけれど、これからもずっと「こんな感じ」で生きていくのも悪くはないかな？生涯かけて挑む仕事（ライフワーク）として＜地域福祉＞に我が身を捧げてもいいかな？「どこかへたどり着けたなら、それがすべてでいいじゃないか」と、２年目が終わった頃あたりには漠然と考えるようになっていました。しかしその時、歴史は動いた私の運命は思わぬかたちで予期せぬ方向へと動き出すことになります。
・話せば長くなるので（というか、既に長いですよね・・・）詳細は省きますが、平成19年の秋頃、
当時勤務していた作業所の所長である直属の上司が、ある出来事をきっかけにグループのリーダー
（ザ・レジェンド）と対立関係になり、その結果、グループ内の７名の作業所職員と１９名の障害
のある仲間たちおよびその家族が、一斉にグループから離れて独立することとなったのです。当初
私は、その動きを応援すべきかどうか少し迷っていましたが、それまでいつもいっしょにいた仲間
たちの未来や自分自身の将来も考え、最終的には決意を固めました。そこには、自分が手伝わなけ
れば、この動きは失敗するだろうという判断もありました。そして「薬園台駅」徒歩1分の場所に
見つけた大邸宅を借り、平成20年4月、定員３０名の多機能型事業所「ワーカーズハウスぐらす」
（以下、「ぐらす」）を開設。運営を、身のこなしの軽い上司が設立した(株)ふくしねっと工房（代表：
友野剛行）が行い、私は右も左も分からないまま、いきなり管理者として勤務することになったの
でした。障害者福祉の世界に足を踏み入れてから３年目のことでした。
・それからは、何かに突き動かされるように、ただひたすら走り続ける日々。同年５月には、船橋市前原西５丁目に「リサイクルショップあくあ」をオープン（以前に作業所として借りていた物件を借り直したかたち）。そして、３月には設立していたものの諸事情でその存在が宙に浮いてしまっていたNPO法人１to１による将来的な事業所開設を見越して、「ぐらす」の利用者・職員が平日昼間に出向するかたちで営業を開始。これが今へ至る当法人の活動の源流となります。法人名の１to１とは、＜１対１＞という意味。障がいのある/なしにかかわらず、人と人との＜１対１＞のフラットな関係性を大切にしたいという願いを込め付けたものです。そして、お店は、そのような関係性が地域における実践の中で試される場として、これまで一貫して機能してきたのでした。
・一方、当時から市立船橋特別支援学校・高等部の在校生をはじめとする多くの実習生の受け入れを
行っていた「ぐらす」では、１０月頃には翌年度の定員超過が予想されるようになったことに加え、
隣接する習志野市や八千代市（八千代特別支援学校の学区）における地域福祉の実践の場としての
働く場に対するニーズが見込まれたこともあり、次年度へ向けた新規事業の準備が検討されました。
その年の暮れには、京成線の「実籾駅」近くのテナント物件を借りることとなり、紆余曲折を経て
私が開設準備の責任者となった末、平成29年2月より定員１０名の事業所「ぶろっさむ」を構え、
拠点をそちらへ移し活動を始めることになったのでした。
（ちなみに「ぐらす」と「ぶろっさむ」の命名者は私で、前者は「乾いた大地に雑草が逞しく根を
張り巡らせ育つ」イメージ、後者は「雑草の群れから風に舞って飛んでいった種が、新天地である
習志野で花を咲かせる」イメージを描いて付けたものです。作業所時代からいつもそばにいた仲間
たち一人一人の顔が、頭の中にはありました。）

2．就労継続支援B型事業のスタート
・「ぶろっさむ」は当初、障がいの有無にかかわらず「『共に働く仲間』としてのフラットな関係」を追求してゆこうという考えの下、利用者を雇用する就労継続支援A型事業所としての開設を目指していました。しかし、「仲間たち全員に最低賃金を保障する」というハードルは、百選練磨のビラ男たちが集う当時の「ぶろっさむ」にとってもやはり高いもので、しかたなく途中から方向転換して就労継続支援B型（非雇用型）事業所としての運営を模索することに。それでも就労継続支援事業という形態を選択したのは、作業所時代に骨の髄まで叩き込まれた「共に働く仲間」という関係性へのこだわりと、障害種別や程度（区分）、年齢や能力等による＜入口＞部分での選別も、期限付きの就労移行や別サービスへの移行といった＜出口＞部分での窮屈さのない、「働きたい気持ちがあれば、誰でも、いつも・いつでも・いつまでも 働ける職場環境」を整えようと考えたからです。）
・しかし、ここでもまたあらたな壁にぶつかります。B型事業所を開設するためには、（A型と異なり）最低２０名の定員を要するという制度上の縛りがあったのでした。（これは、現行制度におけるB型事業所が、旧法制度における授産施設をイメージして作られたためであると思われます）。船橋市や習志野市といった、千葉県の中でも＜都市部＞＜人口密集地帯＞である地域で、私たちがイメージする「まちのなかにある普通の働く場」を用意しようと思っても、定員２０名の壁（訓練・作業室だけで66㎡以上のスペースが面積要件とされる）のある賃貸物件を見つけて契約まで漕ぎつける
ことは容易ではありません。そこで、初代の法人理事長であった上司からの発案もあり、実籾の　　「ぶろっさむ」（定員１０名）と、前原西の「あくあ」（「リサイクルショップあくあ」に新たに2階
の１ルームを加え、定員１０名に）を合わせた2ヵ所合計で定員２０名の就労継続支援B型事業所「あくあ」として、平成21年6月に指定就労継続支援B型事業の認可を受け、一体的運営を開始　
するに至ったのでした。
・ちなみに、開所当初の指定申請の書類や法人の就業規則・給与規定はほとんど上司が用意し、私は
もっぱら作業現場における日々の仲間たちとのかかわりと、そしてどうやってこの膨大な量の仕事
（ビラ）をこなし、仲間たちの工賃を上げてゆくか？（いずれ、みんなを雇用したかったので）と
いうことに頭を悩ませる日々でした。１to１としての事業活動は、このようにしてその一歩を踏み
出すことになります。結果的に、＜小規模拠点の地域点在＞＜それぞれの地域に根差したオーダー
メイドの事業活動＞という、かつて所属していたグループが実践していた経営スタイルを、事業の
開始の直後から宿命づけられるかたちとなった訳ですが、それは、その後のワンアンドオンリーの
ユニークな事業展開と同時に、現在へと続く苦労へも繋がってゆくことになるのでした。

３．「わさび」の開設、そして新たな事業展開へ・・・
・「あくあ」の利用者たちは、当時既に老年期に差し掛かかろうとしていた５０代後半～６０代前半の
人たちや高次脳機能障害や身体障害等を抱えた40代の方々でした。そこへ、近隣のリハビリ施設
や精神科デイケア等を経由して利用者が増えるようになります。中でも特徴的だったのは、「千葉　リハビリテーションセンター」「船橋リハビリテーション病院」あるいは近隣の総合病院のリハビリ科等を通じて高次脳機能障害のある方々が集まったことでしょうか。一方、「ぶろっさむ」は、私が作業所時代から活動を共にしてきた自閉症スペクトラム障害や重度の知的障害を有するいわゆる　屋内でじっとしているのが苦手な＜多動で元気＞な２０代・３０代のメンバーや、自らの障害や　　セクシャリティに半ば自覚的であるがために社会の中での自分の「立ち位置」について悩んでいた１０代・２０代の若者たちが中心。ある意味両極端な個性を持った事業所を運営することとなった訳で、そのことも当法人のその後の事業展開に大きな影響を及ぼしていると思います。
・当時既に、いずれ船橋は船橋で、習志野は習志野で、事業を分けて運営してゆくというビジョンを　　　私は漠然と持っていました（その頃は、船橋の方は誰か信頼できる人に任せて、習志野の方を私が　　開拓してゆくつもりでしたが…）。同時に、分母となる人口が多く、それゆえ障害者福祉についても　　ニーズ過多の船橋においては、多種多様な事業所を地域の中に点在させてゆくことで、利用者側にとっての「選べる」状況をつくってゆくことが必要だという課題意識もありました。そうしたこともあり、平成22年の始めには、利用者が増加するにつれ現場の職員たちから「狭い」という声が強く聞こえるようになってきた「あくあ」の作業所スペースをお店から切り離して前原東（2丁目）に移転し、私自身の拠点も習志野から船橋へと移すことを決めたのです。
・以後、「あくあ」は成田街道を挟んで、お店（前原西）と作業所（前原東）に分かれた活動を始める
ことになった訳ですが、作業所時代以来、久々に私が前原東に戻ってきたことを受けて、以前から
付き合いのあった地元企業や個人事業主、地域住人等からポスティングや除草等の外仕事について
の相談が作業所へ多く寄せられるようになりました。加えて、特別支援学校の進路担当の先生から
は、若くて元気な（そして家庭環境が複雑だったりちょっと癖があったりする）在校生たちの卒業
後の進路に係る相談なども随時寄せられるように。また、「あくあ」が前原東に移転して以降に通所
するようになった利用者の人たちの中には、工場現場等での企業就労の経験があり、「働いて稼ぎ　
たい」という４０代の軽度の身体障害のある人たちもいて、これらの地域や利用者の様々なニーズ
に対して、当時の「あくあ」という作業所だけでは応えることが徐々に難しくなってきました。
・そこで、「あくあ」は「あくあ」として、今やっていることや自分たちのペースを大切に運営して　　　ゆきながら、船橋の方でも「ぶろっさむ」のように地域との密接なつながりや仕事の中で仲間たちが揉まれ鍛えられてゆくスタイルの事業所を新たに作ることで、それらのニーズに応えてゆくことを構想するようになったのです。そして、平成２３年の春先、たまたま前述の「ふくしねっと工房」が「生活支援センターぐらす（現・グッタイム）」開設のために賃貸契約したものの、車椅子利用が難しいことが判明したために解約しようとしていた物件が、当時の「あくあ」のすぐそばの前原東３丁目にあることを耳にした私は、「ふくしねっと工房」代表の友野さんに話を持ち掛け、その物件をNPO法人１to１として契約し、「ぐらす」および「あくあ」それぞれから職員・利用者の一部を移動させることで、新たな事業所として開設することを提案。それが、「わさび」になります。当時、「ぐらす」から7名の利用者と2名の常勤職員、「あくあ」から5名の利用者と1名の常勤職員が移動となる一大コラボレーション。職員はいずれも４０代前半（当時）。東日本大震災とその後の混乱の記憶も生々しい平成２３年6月、NPO法人１to１第3事業所として＜希望＞を掲げての意気揚々としたスタートでした。（ちなみに、「わさび」という名前は、初代主任の元「ぐらす」職員、Ｔさんが付けたものです。「なんとなくいいかな」と思ったというのが理由だったらしいですが…）
　・しかし、そのスタート時の勢いとは裏腹に、その後の「わさび」は、長い苦難の道のりを歩むことになります。原因は様々でしょうが、一つは、「現場のリーダー（主任）」をいっしょに仕事をしたことのなかった外部の事業所から引っ張ってきた人に、その人のモチベーションや考え方・能力等を充分に把握しないまま見切り発車でいきなり任せてしまったこと。加えて、残り2名の常勤職員と主任との間で最後まで＜信頼関係＞の構築ができず、＜リーダーシップ＞を発揮しきれる環境を作れなかったこと（大人しく受け身の性格の主任の言う事を他の職員たちが無視して身勝手な振る舞いをすることがいつの間にかまかり通ってしまいました）、そして何よりも、その状況を（当時は「あくあ」で勤務していた）私が正しく把握することができずに見過ごしてしまい、後から気付き「わさび」に入るようにして修復を試みるも、既に手遅れに近い状態になってしまっていたこと。シンプルにまとめれば、「わさび」失敗の原因は、そこにあると思っています。結果として、平成26年度末に本人からの申し出もありＴさんは主任を解任。救済措置として2年間の「リサイクルショップあくあ」勤務を経て、今年6月末をもって退社となりました。また、残った2名の職員（＋後から入ったもう1名）もそれぞれ、28年4月および同年12月をもって退職しています。
　・結果、２８年12月をもって開所当時の職員３名全員がいなくなってしまった「わさび」ですが、
　　28年度が始まる以前に、私の中でそれはある程度＜予測＞し＜覚悟＞もしていたことだったので、そこに向けた手は予め打っていました。それまでに利用定員を最大１６名に増やし、新たに利用者を受け入れて事業収入を確保することで、次世代を担う２０～３０代の若手職員を常勤やパートとして増員し、「ぶろっさむ」から呼び寄せた３年戦士の古川さんを主任に据えた第４事業所「ブルーバード」（定員10名・命名は古川さん）を10月に開設。「わさび」利用者のうち、まずは10名をそちらへ避難させ、理念と精神的支柱を無くした職員チームによる劣悪な支援環境の中で、特に冷や飯を食わされていた利用者さんたちが、再び空へと自由に羽ばたくための前線基地として稼働させることにしたのです（Free！！！ as a Bird！）
　・そして、残った8名（当時）の仲間たちについては、「この際、みんなまとめてワシが面倒見ちゃる！」
　　というやや開き直った決意のもと、（「ブルーバード」に移るメンバーたちにも一時的に「わさび」に集まって活動して貰いながら、そしてまもなく産休に入る予定のお腹の大きくなった女性職員に最後の最後までビラに出てもらいながら）2８年１２月より「新生わさびプロジェクト」のオーディション（採用活動）を開始。応募は決して多くなかったものの、その中で、２９年1月にＴさん、2月にＹさんとＮさん、3月にＫさん（→「ブルーバード」へ移動の後、退職）、4月にＹさん（→8月より「あくあ」へ移動）を雇用。さらに6月からは約1年間の育休・育休から復帰したＩさんが戻ってきてくれ、徐々に人員体制を整えながら、今のかたちをつくってゆきました。
・新生わさびプロジェクトは、現在も稼働中。今が決して「完成形」ではなく、そこに至るまでは、まだまだ時間を要すると思います。若くて元気、仕事熱心で、頭よりも先に体が動くタイプのメンバーで「ブルーバード」を固めたので、「わさび」の方は、以前と比べるとだいぶ静かで大人しい　　　雰囲気の職場なりました。そのぶん、個々の仲間たちのペースや生活課題に合わせた丁寧な支援を行えるようになりつつあると思いますが、反面、仕事をこなしてゆく上での＜活気＞というものは若干失われつつあります。また、若い頃に一般企業での就労経験があり、これまで「わさび」でも外作業の中心選手だったKさん・Hさんが４０才を超えて徐々に気力・体力の低下が見られてきていることや、私にとって作業所時代からの因縁の相棒・Kさんがご家庭の事情により7月に一宮町の事業所へ移動したことなどもあり、「わさび」の活動全体を引っ張ってゆくメンバーの世代交代が進みそうな予感もあります。
・ある意味、「ゼロからの再出発」を図ることになった「わさび」。「あくあ」利用者たちの高齢化を　　　受け、今年度からは「リサイクルショップあくあ」を「わさび」の一部として運営してゆくことにもなりました。今いる職員、これから入る職員、そして障害のある仲間たちといっしょに、自由な発想と多様性に富んだ、魅力的な職場づくりを進めてゆきたい。そう思っています。

　＜NPO法人１to１沿革＞
　平成２０年　５月　 リサイクルショップあくあ開店。
　平成２１年　6月　 就労継続支援B型事業（あくあ１０名＋ぶろっさむ１０名の定員20名）の開始。
　平成２２年　２月　 あくあ移転（前原東２丁目・定員１4名）。西のお店と東の作業所に分離。
　平成２３年　6月　 わさび開設（前原東３丁目・定員１3名→後、１２名に変更）。
平成２５年　7月　 あくあ移転（飯山満町２丁目・定員12名）　※元の建物の老朽化等が理由
　平成２６年　４月　 船橋のあくあ・お店・わさびと習志野のぶろっさむを事業分割。
　平成２７年　２月　 わさびの定員を16名に増やし、船橋側の主たる事業所に。
　平成２８年１０月　 わさびが母体となり、第４事業所ブルーバードを開設（定員１０名）。同時に、
　　　　　　　　　　 わさびの定員を12名に変更。
　平成２９年　１月　 あくあ（作業所）利用者の高齢化に伴う活動内容の変更（デイケア的な流れ）を
　　　　　　　　　　 踏まえ、定員を１０名に縮小し、就労色の強いお店の組織的な位置づけをわさび
に紐づけ、４月からは利用者たちの登録事業所もわさびへと変更。
 (
＜NPO法人１to１　現在の実施事業＞
【１to１船橋】
◆就労継続支援B型事業所　わさび・定員３２名
主）わさび（定員１２名　※お店含む）、　従）ブルーバード（１０名）、　従）あくあ（１０名）
※
共同生活援助事業所（グループホーム）　Aries・定員6名
　
　
※11月1
日開設
予定
！
　
共同生活住居・・・ありえす（定員６名）
【１to１習志野】
◆就労継続支援B型事業所　ぶろっさむ・定員２０名
主）ぶろっさむ（定員２０名）
)









3． 「わさび」の仲間たちと作業について  　略

４．最後に　～経営理念について
以下は、「わさび」が崩壊の危機を迎えていた平成27年、約1年間かけて中小企業家同友会が主催する「経営指針成文化セミナー」に参加し（月1回・土曜）、自らの原点や組織としてのあるべき姿や使命、地域社会の中で果たすべき固有の役割、未来のビジョンについて脳みそから汗を絞るようにかきながら考え抜いて作成した「経営理念」です。やや漠然とした内容なので、まだ充分に浸透しているとは言えないと思いますし、組織全体としての＜実践＞を深めてゆくことが今後の課題ではありますが、ここで掲げたイメージは今でも有効だと思いますし、その意味で未来は明るいものであるとも思っています。
「経営理念」とは、ある「目的」や「使命」「固有の社会的役割」を共有する「人」の集まりである組織が、それらを確認し合い、その達成に向けて一丸となって歩んでゆくための道標（みちしるべ）であり、
進むべき道を照らす≪灯り≫です。
これからも皆さんといっしょに「経営理念」について考え続けながら、その実践を通じて、障害のある人たちといっしょに地域や社会に対して様々なアプローチを試みてゆけたらと思っています。よろしくお願いします。
 (
≪1to1経営理念≫
「私たちは、常に『個』の想いに寄り添い、人と人との≪１to１≫のかかわりを大切に育みます。」
≪行動指針≫
一．【人・マインドについて】
目の前にいる一人一人と向き合い、その人にしかない「価値」「役割」を見つけ≪輝き≫に変えます。
一．【仕事・職場環境について】
 私たち一人一人が、「いきること」「はたらく」ことが本体持っている純粋な≪喜び≫を体現できるよう、
「いま・ここ」を笑顔に満ちた快適な環境に変えてゆきます。
一．【暮らし・地域社会について】
人と地域とを繋ぎ、≪多様性≫と≪生命力≫そして≪やさしさ≫に満ちた「共生社会」の創造に寄与
　　
します。
)
